
「治療薬ハンドブック2009─薬剤選択と処方のポイント」
お詫びと訂正

　ご購入いただきました「治療薬ハンドブック 2009 ─薬剤選択と
処方のポイント」（2009 年 1 月発行）に下記の誤りがございました。
お詫び致しますとともに，訂正くださいますようお願い申し上げます。

訂正場所 誤 正

マキサカルシトール
適応，用法・用量欄
（223頁）

尋常性乾癬，魚鱗癬群，掌
蹠角化症

尋常性乾癬，魚鱗癬群，掌
蹠角化症，掌蹠膿疱症

ベプリジル塩酸塩水
和物
適応，用法・用量欄
（279頁）

①持続性心房細動・頻脈性
不整脈（心室性）で他の抗不
整脈薬が使用できないか無
効の場合
（略）
②狭心症�
➡1日200mgを2回に分服，
適宜減量

①持続性心房細動で他の抗
不整脈薬が使用できないか
無効の場合
（略）
②頻脈性不整脈（心室性）で
他の抗不整脈薬が使用でき
な�いか無効の場合，狭心症
➡1日200mgを2回に分服

ラクトミン
臨床情報欄（小児）
（442頁）

ウイルス性腸炎1日0.1mg/
kg分3.

ウイルス性腸炎1日0.1g/kg
分3.

アデホビルピボキシ
ル
適応，用法・用量欄
（515頁）

ラミブジン投与中にB型肝
炎ウイルスの持続的な再増
殖を伴う肝機能の異常が確
認された，B型慢性肝炎・
B型肝硬変におけるラミブ
ジンとの併用によるウイル
スマーカー及び肝機能の改
善
➡1回10mgを1日1回.�ラミ
ブジン1回100mgを1日1回
併用

B型肝炎ウイルスの増殖を
伴い肝機能の異常が確認さ
れたB型慢性肝疾患におけ
るB型肝炎ウイルスの増殖
抑制
➡1回10mgを1日1回



ラミブジン
適応，用法・用量欄
（516頁）

本剤単独：B型肝炎ウイル
スの増殖を伴う肝機能の異
常が確認されたB型慢性肝
炎におけるウイルスマーカ
ー・肝機能・肝組織像の改
善，B型肝炎ウイルスの増
殖を伴う肝機能の異常が確
認されたB型肝硬変におけ
るウイルスマーカーの改善
➡1日1回100mg
アデホビルピボキシルとの
併用：本剤投与中にB型肝
炎ウイルスの持続的な再増
殖を伴う肝機能の異常が確
認された，B型慢性肝炎・
B型肝硬変におけるウイル
スマーカー・肝機能の改善
➡1日1回100mg，アデホビ
ルピボキシル1日1回10mg

B型肝炎ウイルスの増殖を
伴い肝機能の異常が確認さ
れたB型慢性肝疾患におけ
るB型肝炎ウイルスの増殖
抑制
➡1回100mgを1日1回

エストラジオール・
レボノルゲストレル
適応，用法・用量欄
（640頁）

閉経後骨粗鬆症 閉経後骨粗鬆症
➡1日1錠

抗ヒト胸腺細胞ウサ
ギ免疫グロブリン
警告，禁忌，副作用
等欄（835頁）

半減期 8.1時間（… 半減期 8.1日（…

ゲムシタビン塩酸塩
適応，用法・用量欄
（883頁）

非小細胞肺癌，膵癌，胆道
癌

非小細胞肺癌，膵癌，胆道
癌，尿路上皮癌

クロルフェニラミン
マレイン酸塩
臨床情報欄（小児）
（1049頁）

〔d〕2〜5歳：1mg，4〜6時
間毎.�6〜11歳：2mg，4〜6
時間毎.�≧12歳：4mg，4〜
6時間毎

〔d〕2〜5歳：1回0.5mg，4〜
6時間毎，3mg/日まで.�6〜
11歳：1回1mg，4〜 6時
間毎，6mg/日まで.� ≧12
歳：1回2mg，4〜6時間毎，
12mg/日まで



メトトレキサート
適応，用法・用量欄
（1071頁）

慢性関節リウマチ（NSAIDs
及び他の抗リウマチ剤で十
分な効果の得られない場合
のみ）

（適応の追加）関節症状を伴
う若年性特発性関節炎
➡1週間単位投与量4〜
10mg／m2，1回又は2〜3回
に分服.�分服時は初日から2
日目にかけて12時間間隔で
投与.�1回又は2回分服では
残りの6日間，3回分服では
残りの5日間は休薬.�これを
1週間毎に繰り返す

セフテラムピボキシ
ル
適応，用法・用量欄
（1112頁）

菌 レンサ球菌属，肺炎球
菌，大腸菌，クレブシエラ
属，プロテウス属，モルガ
ネラ・モルガニー，プロビ
デンシア属，インフルエン
ザ菌，（錠のみ）淋菌，シト
ロバクター属，エンテロバ
クター属，セラチア属，ペ
プトストレプトコッカス属
症 細〔小児用〕咽頭・喉頭
炎，扁桃炎（扁桃周囲炎，
扁桃周囲膿瘍を含む），急
性気管支炎，肺炎，膀胱
炎，腎盂腎炎，中耳炎，副
鼻腔炎，猩紅熱
➡小児：1日9〜18mg/kgを
3回に分服

菌 レンサ球菌属，肺炎球
菌，大腸菌，クレブシエラ
属，プロテウス属，モルガ
ネラ・モルガニー，プロビ
デンシア属，インフルエン
ザ菌，（細（成人のみ）錠）淋
菌，シトロバクター属，エ
ンテロバクター属，セラチ
ア属，ペプトストレプトコ
ッカス属症 細 咽頭・喉頭
炎，扁桃炎（扁桃周囲炎，
扁桃周囲膿瘍を含む），急
性気管支炎，肺炎，膀胱
炎，腎盂腎炎，中耳炎，副
鼻腔炎，（成人のみ）慢性呼
吸器病変の二次感染，尿道
炎，バルトリン腺炎，子宮
内感染，子宮付属器炎，歯
周組織炎，歯冠周囲炎，顎
炎，（小児のみ）猩紅熱
➡小児：1日9〜18mg/kgを
3回に分服
成人（嚥下困難等により錠剤
の使用が困難な場合）：錠
参照



クラリスロマイシン
適応，用法・用量欄
（1149〜1150頁）

菌 …②マイコバクテリウ
ム・アビウムコンプレック
ス（MAC）…（略）
症 …②AIDSに伴う播種性
マイコバクテリウム・アビ
ウムコンプレックス（MAC）
症…

菌 …②マイコバクテリウム
属…（略）
症 …②マイコバクテリウ
ム・アビウムコンプレック
ス（MAC）症を含む非結核
性抗酸菌症…

肺炎球菌ワクチン
臨床情報欄（調剤・薬
学管理のPoint）（1257
頁）

脾臓摘出を受けた者は保険
適応外

保険適応は「2歳以上の脾摘
患者における肺炎球菌によ
る感染症の発症予防」のみ

2009.7.1　株式会社じほう


